
品を制限する．野菜，いも類などは

ゆでると，カリウム含有量を20～

せることができる．低たんぱく質食

されると，カリウム摂取量も同時に

81頁

の基準（2005年）によると，健常日

ぱく質摂取推奨量は0.93 g/kg/day

んぱく質制限は 0.6～0.8 g/kg/day

れることが多い．

ay未満という厳しいたんぱく質制限

場合もある．たんぱく質制限の程度

ればなるほど，食事指導や管理の高

継続的患者指導のための整備された

ムが必要となる．

質食療法を成功させ，さらに栄養障

は，表13に示すような要件をすべて

が必要である．

のみでたんぱく質制限の食事療法を行

ルギー不足となる．この点を解決する

には，低たんぱくの特殊食品（無～低たんぱく含

有量でありながら，エネルギー含有量の高い食品

が市販されている）を日常の食事に取り入れる．

●たんぱく質摂取量は，次に示す方法により推算

できる（Maroniの式）．

1日のたんぱく質摂取量 (g/day) ＝［1日尿中尿

素窒素排泄量 (g) ＋ 0.031×体重 (kg)］× 6.25

＊ただし，高度蛋白尿（もしくはネフローゼ症候群）

の患者では，上式に1日尿蛋白排泄量を加味する考

えもある．

エネルギー量

●CKD患者のエネルギー必要量は健常人と同程度

でよく，年齢，性別，身体活動度により概ね27

～39 kcal/kg/dayが推奨されているが，実際的

には30～35 kcal/kg/dayを目安に指導するこ

とが多い．

●厚生労働省による「日本人の食事摂取基準（2005

年版）」を参照し，身体活動レベル（表14）と基礎

代謝量により必要なエネルギーを算出する．

推定エネルギー必要量の算出法（厚生労働省策




